
令和６年度 事 業 報 告  
（令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで） 

 

 

  公益財団法人とっとり県民活動活性化センター（以下、「センター」という。）は、ボランティア活動、地域づ

くり活動、ＮＰＯ活動を総合的に支援し、ＮＰＯ、行政、企業、大学、自治組織等多様な主体による連携・協働に

よって、地域課題の解決を図り、県民の社会参画機会の拡充と持続可能な地域社会づくりに寄与することを目的に、

平成２６年２月に鳥取県と県下１９市町村の拠出により一般財団法人として設立され、１１年が経過した（平成２

７年４月公益法人化）。 

この間、東・中・西部の３ヶ所に県振興課と共同で運営する「とっとり創生支援センター」（平成２７年４月設

置）を拠点に、年間２００件を超える個人・団体の相談を受け、ボランティア・地域づくり団体、ＮＰＯ法人等の

資金調達や人材育成、組織基盤強化等の支援を行うとともに、企業や専門家等と連携した多様な支援プログラムを

開発・活用し、寄り添い型の伴走支援をすすめ、ＮＰＯ等の組織・事業の継続にむけた支援活動に取り組んできた。 

令和６年１月にセンター設立１０周年を迎え、１１月に開催したとっとり県民活動活性化センター１０周年記念

「つながるフォーラム」において、これまでの活動を振り返ったうえで策定した「１０年後を見据えた活動の『指

針』と『アクションプラン（２０２４→２０２６）』」を紹介した。 

現在、活動者の皆様が互いにつながりあい、成功事例を横展開することで、それぞれの活動の活性化と地域課題

解決の推進を目指す「ミラ・クル・とっとり運動」を鳥取県とともに展開している。センターは、交流会の開催等

を通じて、多様な主体やＮＰＯ等※１同士がつながる機会を広げ、「顔の見える関係」を「お互いを知り、ともに支

えあう連携・協働のネットワーク」へと発展させる歩みに寄り添いながら、ＮＰＯ等の抱える課題を総合的に解決

するなどして、ＮＰＯ等の活動を支援し、持続可能な社会づくりに向けた取り組みを推進していく。 

※１ ＮＰＯ等…ＮＰＯ、ボランティア団体、地域づくり団体、公益法人、社会福祉法人、地縁組織等法人格の有無に関わらず非営

利活動を行っている民間の団体、企業及びこれから新たに活動をしようとする団体 
 

 

 

とっとり県民活動活性化センター「アクションプラン２０２４→２０２６」 

 

 とっとり県民活動活性化センターは、ゆるやかでフラットな活動人材・活動団体のプラットフォームのもと、県民の社

会への参加・参画を促し、地域の課題解決や新たな価値創造をめざす団体を応援し、ＮＰＯ、住民自治組織、企業、行政、

大学・学校、地域・テーマ別の協議会や中間支援組織等、多様な主体がそれぞれ持っている強みや良さが最大限に生かさ

れ、連携・協働によって「誰一人取り残さない」持続可能な地域社会づくりに寄与していく。 

アクション１ 【つながる】 ゆるやかで開かれたフラットなプラットフォームの形成 

・様々な活動人材・活動団体・ネットワークがゆるやかにつながって意見交換ができる、フラットなプラットフォーム

（交流ひろば）の形成を図る。 

アクション２ 【ひきだす】 県民の社会参加・参画機会の創出支援 

・社会課題の解決や地域の賑わいづくり、ＳＤＧｓ達成に向け、ＳＮＳ等のツールも活かし、気軽に参加できる県民参

画の機会を広げる。 

アクション３ 【はぐくむ】 活動団体・地域コミュニティの組織・経営基盤の強化及び人材育成 

・連携・協働プロジェクト等の中核を担う活動団体の組織基盤の強化を図り、暮らしを支える地域コミュニティの事業

体の経営支援を、アウトリーチ型で行う。また、活動団体や地域コミュニティを担う地域人材の育成を図る。 

アクション４ 【ひろげる】 テーマ・地域における連携・協働プロジェクトの創出 

・地域・社会の課題解決や新たな価値創造に向けた多様な主体によるテーマや地域の連携・協働のネットワーク・プロ

ジェクトの創出を促し、県・市町村とともに持続可能な地域社会づくりを推進する。 

アクション５ 【ささえる】 センターの組織・事業基盤の構築と職員のスキルアップ 

・新たなニーズや社会の変化に柔軟に対応でき、県民、地域社会、活動団体から信頼される組織・事業基盤を構築する。 
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＜令和６年度事業全体の成果＞ 

１． 東・中・西部の拠点で、多様なアプローチによる相談活動をすすめ、支援対象や内容が広がった。 

東・中・西部の「とっとり創生支援センター」において、ＮＰＯ法人、一般社団法人、地域運営組織、自

治会、市町村をはじめ広く県民の方から、来所、訪問、電話、メール、オンライン等様々な方法により、年

間２００件を超える相談に対応した。「とっとり創生支援センター」が設置されていない町をはじめとし

て、事務所外での相談日を設け、団体の活動地域に近いところで対面での相談の機会を提供できた。 

また、税理士、社会保険労務士、ＩＣＴ支援アドバイザー等の専門家や社会人・若者ボランティア（プロ

ボノ）の参加による個別支援、活動団体や地域のネットワーク活動に寄り添いながら行う伴走型支援など、

多様なアプローチによる相談活動を行った。 

 

２． 人材や資金を活動団体に循環させるしくみの活用が進んだ。 

「中国ろうきんＮＰＯ寄付システム」、「あいおいニッセイ同和損保助成プログラム」、「とっとりイーパ 

ーツリユースＰＣ寄贈プログラム」、「とりぎん青い鳥基金」及び「中国５県休眠預金等活用コンソーシアム 

事業」により、県民の地域活動への多様な参加を促し、企業をはじめ県内外の多様な主体と協働して、人材 

や資金を活動団体に循環させるしくみの運用を広げた。また、助成金合同説明会において、助成金活用に関 

する考え方やポイントなどの解説を行い、活動団体がより計画的に必要な資金を獲得できるよう支援を行っ 

た。 

寄付つき商品事業「お買い物チャリティー」及び「カンパイチャリティー」は、昨年に引き続き「とっと 

  り世界子どもの日寄付キャンペーン」（１１～１２月）として集中的に取り組んだ。新商品の発売に当たり、 

通年での寄付つき商品の取組に参加する企業があり、多くの寄付金が集まった。 

さらに、活動団体自身が組織基盤の強化を図り、資金調達や人材育成を進めるために、研修会の開催や個

別支援に取り組むとともに、県と連携してふるさと納税の仕組み「ギフ鳥」への参加を促し、オンラインツ

ールを活用した交流機会や活動団体間のネットワークを広げた。 

 

３． より現場に近い地域（市町村等）において活動団体同士の交流機会や、若者の地域づくり活動への参画機会

を広げた。 

市町村単位で活動団体同士が集い、ＮＰＯ・地域運営組織等と行政がつながり、情報共有や意見交換を行

う「地域づくり（ＮＰＯ）交流会」の開催に継続して取り組んだ。新たに「ミラ・クル・とっとりプラット

フォーム交流会」において様々なテーマを設定した意見交換に取り組み、活動者がつながりあう「ミラ・ク

ル・とっとり運動」を展開した。また、同じ課題を抱える団体を対象としたセミナーの開催に合わせて交流

会を設定するなど、多様な主体やＮＰＯ等同士がつながる機会を広げた。さらに、高校生や大学生をはじめ

とする若い世代に対して、「社会人・若者ボランティア（とっとりプロボノ）事業」等への参加を促すとと

もに、大学や高校におけるワークショップ、大学の授業で「ミニプロボノ」や「グリーンベンチャー」の活

動体験プログラムを展開することで、地域づくり活動に参加するきっかけづくりの機会を広げた。 

 

４． 情報発信を積極的にすすめ社会的認知を広げるとともに、職員の育成強化に努めた。 

県の発信媒体の活用、新聞連載記事と新聞広告、ホームページやＳＮＳでの発信、情報誌等の発行によ

り、多様な層への情報の発信に努めた。また、職員に対して面談（人事評価）による指導・助言、内外の研

修への参加を促した。通年の研修受講により資格を取得するなど、職員のスキルアップを図った。 
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１．法人事業                  

１．法人業務 

（１）評議員会、理事会の開催 

○評議員、理事、監事の積極的な参加を得て、評議員会、理事会の活性化を図った。 

 

ア 評議員会 

日時 会議の種類 主な内容 

５月１３日（月） 第１回臨時評議員会（書面） ［決議］役員（理事２名）の選任 

６月２５日（火） 第２回定時評議員会（書面） ［決議］令和５年度収支決算、役員（監事１名）の選任 

［報告］令和５年度事業報告 

令和６年度事業計画・収支予算、剰余金の使途 

※評議員訪問 ６月１３日（木）鳥取県市長会高橋事務局長［深澤評議員代理］（毛利、小林、以下同じ） 

６月１３日（木）吉岡評議員、６月１３日（木）児嶋評議員 

６月１９日（水）宮脇評議員、６月２５日（火）平井評議員 

  

イ 理事会・監査等 

日時 会議の種類 主な内容 

４月３０日（火） 第１回臨時理事会（書面） ［決議］理事候補者の選任、評議員会の招集 

５月１６日（木） 監査（センター事務所） 監事による令和５年度事業の監査 

５月２２日（水）  第２回定例理事会 

（エキパル倉吉） 

［決議］令和５年度事業報告・収支決算、剰余金の使途、 

監事候補者の選定、評議員会の招集 

［報告］理事長及び常務理事の職務の執行状況の報告 

令和５年度監査報告  

１０月２３日（水） 第３回臨時理事会 

（エキパル倉吉） 

［報告］理事長及び常務理事の職務の執行状況の報告 

令和６年度事業中間報告 

第１回コンプライアンス委員会の報告 

［協議］令和７年度事業計画策定に向けて 

    副業について（就業規則の改定にむけて） 

１２月２５日（水） 第４回臨時理事会（書面） ［決議］非常勤職員就業規則の一部改正 

３月１８日（火） 第５回定例理事会 

（倉吉交流プラザ） 

［決議］令和７年度事業計画・収支予算 

    諸規程等の改定等  

［報告］理事長及び常務理事の職務の執行状況の報告 

    令和６年度事業中間報告及び収支見通し 

    第２回コンプライアンス委員会の報告 

 

（２）信頼される事務局機能の構築 

 〇センター設立１０年を機に策定した、長期的な今後の活動の「指針」及び短期（３年間）の「アクションプラ 

 ン（２０２４→２０２６）」を、とっとり県民活動活性化センター１０周年記念「つながるフォーラム」におい 

て紹介するとともに、広く周知した。 

○適切な役割分担とチームワークによって、県民に対する誠実な対応と確実な業務の遂行を図った。東・中・西

部３ヶ所に勤務地が分散している中でも、統一感をもった事務局機能を果たすために、スタッフミーティング

を定期的に開催するとともに、Ｚｏｏｍ等のオンラインによる情報共有やコミュニケーションツールとクラウ

ド機能を情報共有、決裁及び管理業務に活用し、効率的に業務を遂行した。 

○個々の職員が自己研鑽を図るとともに、日々の内部研修及び必要に応じて外部研修を行い、中間支援人材とし
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ての専門性（相談対応力、事務支援力、コーディネート力、企画プロデュース力、情報発信力等）を高めた。

また、自己評価に基づく職員の人事評価や職員間のコミュニケーションを促進することで、モチベーションの

向上を図った。 

○県協働参画課をはじめ、県各振興課（東・中・西部）、日野中山間地域連携担当、中山間・地域振興課と定期的

に協議の場を持ち、情報共有及び意思疎通に努めるとともに、県庁各課及び市町村との連携を図った。 

○災害時（県内外）におけるＮＰＯ等、社会福祉協議会、行政、企業等支援組織との連携機能の強化を進めると

ともに、職員が外部研修を受講し対応力を高めた。センター内部においても災害時の連絡体制や職員の役割分

担や事務機能体制を整えた。 

○役職員を対象とした「コンプライアンス」等の研修や委員会を開催し、公益認定法等の法令、定款や諸規程（規

則）に基づく適切な運営、事務処理を行い、社会的信頼を得られるように努めた。 
 

ア スタッフミーティング 

・月１回程度開催（年：年１４回）※オンラインを活用し、効率的に行った。 

 ［理事長＋常勤＋非常勤＋アルバイト］ 

４月８日（月）、５月７日（火）、５月２７日（月）、６月４日（火）、７月８日（月）、８月６日（火）、

９月１０日（火）、１０月８日（火）、１１月１１日（月）、１２月９日（月）、１月７日（火）、２月１０

日（月）、３月４日（火）、３月２１日（金） 

 

イ 職員面談、人事評価 

  ・理事長、常務理事及び次長が、職員に対して個々に面談を行った。第１回以降は、個々に人事評価を行い、

面談を行った。   

個別面談 期首面談 １０名 ６月１９日（水）、６月２４日（月）  

     第１回 １１名 １１月２６日（火）、１２月９日（金) 

     第２回 １１名 ２月１９日（水）、２月２６日（水）、３月１７日（月）、３月１８日（火） 

 

ウ スタッフ研修（事業に関わる県内外の情報収集及びネットワーク構築を含む） 

＜外部研修＞ ２６回５４日（全国の中間支援組織又は県等が行う、県内外の研修会等） 

期日 場所 参加者 内容 

４月２０日（土）

～２月１５日（土） 

全２５日 

オンライン 池淵 ファンドレイジングスクール 

５月 ８日（水） とりぎん文化会館 毛利、寺坂 鳥取県等「環大生×企業によるＳＤＧｓ共創プロ

ジェクトキックオフイベント」 

７月 ９日（火） 神戸市 

オンライン 

谷 

寺坂、毛利 

中間支援機能に関する研究会等「これからの中間支

援を考えるシンポジウム」 

７月２３日（火） 県民ふれあい会館 毛利 

 

フードバンクとっとり「フードバンク情報交換会」 

７月２３日（火） オンライン 小林 ＮＰＴｅｃｈ 第１回イニシアティブ「ＩＴリテラ

シー入門講座～ＩＴの基礎理解とパソコン選び～」 

７月２６日（金） オンライン 寺坂（運営者） 

 

ＮＰＯ支援力応援プログラム組織基盤強化サポー

ト研修① 

８月 ９日（金） オンライン 寺坂（運営者） 

 

ＮＰＯ支援力応援プログラム組織基盤強化サポー

ト研修② 

９月 ６日（土） 広島市 毛利 

 

Ｇ７サミットに日本の市民社会の声を届けるプロ

ジェクト等「みんなの市民サミット２０２４」 

９月 ７日（土）

～ ８日（日） 

京都市 寺坂（運営者） 

 

ＮＰＯ支援力応援プログラム組織基盤強化サポー

ト研修③④ 
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９月１３日（金） オンライン 寺坂（運営者） 

 

ＮＰＯ支援力応援プログラム組織基盤強化サポー

ト研修⑤ 

９月１８日（水） オンライン 寺坂 

 

食の災害支援活動に関わる意見交換会 in鳥取・島

根＃２ 

９月２０日（金） オンライン 寺坂（運営者） 

 

ＮＰＯ支援力応援プログラム組織基盤強化サポー

ト研修⑥ 

９月２０日（金） 鳥取市 寺坂 災害支援団体連携会議・研修 

１０月２９日（火） 

 

岡山市 毛利 支援者支援相談員養成講座 

①確認しよう！雇用のためのキホンのキ 

１１月 ５日（火） 

 ～ ６日（水） 

県民ふれあい会館 

しかの心他 

毛利・小林・寺

坂・椿・池淵・

谷（運営者） 

中山・野口 

中国５県休眠預金等活用コンソーシアム「中国５県

中間支援組織役職員向け合同研修」 

１１月１２日（火） 

 ～１３日（水） 

用瀬保健センター 小林 

寺坂（１２日） 

鳥取市災害ボランティアセンター運営者研修 

１１月２５日（月） 

 

岡山市 毛利、小林 支援者支援相談員養成講座 

②整えよう！支援者のためのメンタルサポート 

③描いてみよう！ＮＰＯでの生き方・働き方 

１１月２９日（金） 

 

とりぎん文化会館 小林 鳥取県被害者支援フォーラム 

１２月１０日（火） 

 

さざんか会館 寺坂・谷 地域支え合いフォーラム 

１２月１１日（水） 

 

オンライン 小林、寺坂、 

世瀬 

助成財団センター会計セミナー 

１２月１６日（月） 

 

鳥取県東部事務所 小林・寺坂・

椿・池淵・谷 

鳥取県東部地区地域づくり研修会 

１月１４日（火） 鳥取県立福祉人材

研修センター 

毛利・寺坂 災害ケースマネジメント研修 

２月 ４日（火） 

 ～ ５日（水） 

鳥取県立福祉人材

研修センター 

毛利・小林・寺

坂・椿（５日） 

災害ボランティアセンターマネジメント研修 

２月２１日（金） 

 

オンライン 谷・世瀬 ＮＰＯ組織基盤強化セミナー 

～○×クイズで学ぶ法人実務～ 

２月２２日（土） 

 

鳥取短期大学 

鳥取看護大学 

小林・寺坂・

椿・池淵・谷 

鳥取県福祉研究学会「第１８回研究発表会」 

３月１７日（月） 

 

東京都（港区） 

オンライン 

椿 

寺坂、池淵、谷 

参加の多様な回路をつくる「ＮＰＯのネットワーク

戦略」入門ゼミ 

 

＜内部研修＞ ２回 ２日 

期日 場所 参加者 内容 

 ７月１２日（金） センター事務所 毛利、小林、寺

坂、椿、池淵、谷 

「ジゲおこし勉強会」 

講師：四門隆理事 

 ３月１８日（火） 倉吉交流プラザ 毛利理事長他 

役職員 

「コンプライアンス等研修」 

講師：今度珠美 

（（一社）メディア教育研究室代表理事） 

 

エ 定期協議等 

・県協働参画課との定期協議 年３回（３ヶ月に１回程度） 



- 5 - 

 

 ４月５日（金）、７月２３日（火）、１月３１日（金） 

・県行政監察・法人指導課への報告（事業報告１回、役員変更２回、事業計画１回） 

・顧問税理士 サンテラス税理士法人（倉吉市） 月１回協議・確認 

 

オ コンプライアンス関係 

  第１回 コンプライアンス委員会  ９月１７日（火） 参加：小林、寺坂、世瀬 

  第２回 コンプライアンス委員会  ３月 ６日（木） 参加：小林、寺坂、世瀬 

  コンプライアンス研修       ３月１８日（火） 対象：役職員 

 

カ 職員の採用  

 ・ＳＤＧｓ推進事業に係るアルバイト１名を４月１１日（木）付けで新規採用 

・法人業務に係る非常勤職員１名を１０月１日（火）付けで新規採用 

 ・民間活動型支援事業に係るアルバイト１名を９月２日（月）付けで新規採用 

 

キ その他 

・新型コロナウイルス感染症に係る鳥取県知事感謝状の授与  

贈呈式及び懇親会 ６月２日（日）ホテルニューオータニ鳥取（鳥取市） 参加：毛利 

    

 

２．公益目的事業 

１．ミラ・クル・とっとりプラットフォーム事業 

（１）ミラ・クル・とっとりプラットフォーム事業 

 ○ＮＰＯ等の多様な主体が繋がりあって交流できるフラットなネットワーク「ミラ・クル・とっとりプラットフ

ォーム（以下「プラットフォーム」という。）」を立ち上げ、多くのＮＰＯ等が当該プラットフォームに参画す

るように団体等への働きかけや広く県民への周知を行い、多くの団体の参画を得て、「ミラ・クル・とっとり県

民運動」を始動することができた。 

 

  ・登録団体 １，１９７団体   目標５００団体   

 

・１０周年記念事業等運営委員会 

「ミラ・クル・とっとり運動」の活動の核となる「ミラ・クル・とっとりプラットフォーム」と、このネッ 

トワークから派生する交流会の企画及び１０周年記念フォーラムの企画にあたり、県民の参加を促すため、 

様々な立場の委員から提案、意見を聴取することを目的として設置。 

斬新なアイデアや参加者目線での提案を受け、より参加者の満足度を高める企画とすることができた。 

    ＊ミラ・クル・とっとり運動とは 

     地域づくり団体等がゆるやかにつながり、それぞれの活動の活性化と地域課題解決の推進を目指す運動 

  （鳥取の未来が来る（ミラ・クル）ための運動）。 

区分 内容 

運営委員 長曽我部まどか、佐藤淳子、酒本勇太、津村雄一、林原香里、洋谷友子 

運営委員会開催 ６月１４日（金）、８月２２日（木）、１２月１０日（火） 

交流会協力 第１回～第７回、大交流会 

   

・交流会 

 毎月１回交流会を開催し、延２１５名の参加があった。テーマに合わせた情報提供、課題や困りごと、解決 
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策やアイデアなどの共有を通して、普段の活動では出会えない人たちとつながり、団体の活動への意欲を引 

き出す機会を創ることができた。 

 目標オンライン交流会８回、大交流会１回に対し、オンライン交流会５回、ハイブリッド交流会１回、対面 

 交流会２回、大交流会１回開催 

区分 内容 日時 場所 参加人数 

第１回 

 

ミラ・クル・とっとりプラットフォーム

交流会 

７月１４日(日) 

14:00～16:55 

県立美術館 

オンライン 

  ３２名 

   ５名 

第２回 

 

こどもまんなか 

～居場所づくりの実践から考える～ 

８月１９日(月) 

14:00～16:00 

オンライン １５名 

第３回 

 

企業もみんなもいまできるアクション

って？ 

－住み続けたい地域を私たちの手でー 

９月１１日(水) 

14:00～16:00 

オンライン １５名 

第４回 

 

絆のチカラで地域は変わる  

～住民同士の「絆」の可能性を探る～ 

１０月２８日(月) 

14:00～16:00 

オンライン １５名 

大交流会 

 

巻き起こせ！ミラ・クルの風 

～とっとりのミライをツクルつながり

の場～ 

１１月４日(月) 

14:30～16:15 

とりぎん文化会

館 

５８名 

３８団体 

第５回 

 

寄付でつながる未来 

～キフカッションinとっとり～ 

１２月５日(木) 

19:00～20:45 

オンライン １１名 

第６回 

 

「災害」と向き合うということ 

～過去から学び、未来に活かす～ 

１月１７日（金） 

13:30～16:00 

とりぎん文化会

館 

２４名 

第７回 

 

大学の先生に聞く！『若者』×『地域づ

くり』 

～若者を地域に巻き込むコツ～ 

２月１８日（火） 

14:00～16:00 

オンライン ２１名 

第８回 ―支え合いによる地域づくりー 

共助による地域の移動をみんなで考え

る 

３月１３日（木） 

14:00～16:00 

米子コンベンシ

ョンセンター 

 １９名 

 

  ・交流ページ   ８月３０日開設  Facebook  

   プラットフォームに参画したメンバー同士が、活動紹介や課題の共有、意見交換及び活動への協力依頼など 

を通じつながりあうことを目的に、Facebook のグループ機能を活用して情報交換などのできるページを開設

した。電子媒体での広報、チラシの発送（約４５０か所）や配架、交流会やその他センター事業の機会をとら

えて広報を実施したものの、申込者は２３名であった。 

      

    申込者数     ２３名  

 

  ・プラットフォームの広報    

広報手段 内容 

日本海新聞 ・新聞広告 全１０段（１０月１２日（土）掲載） 

・新聞連載 活動団体紹介記事（日付は掲載日）７回 

①洋谷友子さん（美保テクノス株式会社）（１０月１７日（木）） 

②倉吉市社会福祉協議会（１０月２４日（木）） 

③一般社団法人みんなの実家（１１月６日（水）） 

④株式会社とっとりずむ（１１月２３日（土）） 

⑤とっとり震災支援連絡協議会（１月７日（火）） 

⑥長曽我部まどかさん（鳥取大学）（２月６日（木）） 
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⑦永江ささえ愛カーシェアクラブ（３月２５日（火）） 

・交流会イベント告知 ７月１０日（水）、１１月２９日（金）、１月１０日（金）、 

２月１６日（日） 

電子媒体 ・センターＨＰ 

 対象：サイト閲覧者 

 内容：ミラ・クル・とっとりプラットフォーム登録案内１回、ミラ・クル・とっとりプラッ

トフォーム交流会案内９回、ミラ・クル・とっとりプラットフォーム大交流会案内 1

回、ミラ・クル・とっとりプラットフォームマップ案内1回 

・センターＦＢ 

 対象：ＦＢ登録者および閲覧者 

 内容：ミラ・クル・とっとり運動サイトへの登録案内１回、ミラ・クル・とっとりプラット

フォームＦＢ交流ページ開設案内１回、ミラ・クル・とっとりプラットフォーム交流

会案内４６回、ミラ・クル・とっとりプラットフォーム大交流会案内２回 

・メール 

対象：ミラ・クル・とっとりプラットフォーム登録者、ＳＤＧｓパートナー登録者、ＳＤＧ

ｓプラットフォーム登録者 

内容：ミラ・クル・とっとりプラットフォームＦＢ交流ページ開設案内１回、ミラ・クル・

とっとりプラットフォーム交流会案内１０回、ミラ・クル・とっとりプラットフォー

ム大交流会案内１回 

チラシ等 ・ミラ・クル・とっとりプラットフォーム登録案内 

登録意向確認通知作成、発送２回 

・ミラ・クル・とっとりプラットフォームＦＢ交流ページ開設案内 

登録者募集チラシ作成、発送1回、配架、センター事業での配布 

・ミラ・クル・とっとりプラットフォーム交流会案内 

チラシ作成、発送９回、配架、センター事業での配布 

グッズ ・ミラクルロゴを用いた缶バッチ制作 

・ミラ・クル・プラットフォーム大交流会での配布 

マップ ・東部・中部・西部のエリアマップ 

 ミラ・クル・とっとりプラットフォーム交流会（対面開催）参加団体の拠点をシールで表示 

他の団体向けに応援コメントをマップに貼付 

・デジタルマップ（センターＨＰ掲載） 

 エリアマップをもとにミラ・クル・とっとりプラットフォーム交流会（対面開催）参加団体

の分布図作成 

 

 

２．誰一人取り残さない県民参画社会づくり・地域コミュニティ支援事業 

（１）相談支援事業  

①とっとり創生支援センター事業  

○県東・中・西部に「とっとり創生支援センター（以下「創生支援センター」という。）」を設置して県民

やＮＰＯ等からの県民活動に関する幅広い相談に対応するとともに、必要に応じて出張による相談対応

を行った。 

   ・設置場所 東部とっとり創生支援センター 県地域社会振興部東部地域振興事務所内 

         西部とっとり創生支援センター 県西部総合事務所県民福祉局西部振興課内 

         中部とっとり創生支援センター （公財）とっとり県民活動活性化センター内  
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  ・相談件数 ２１０件   

 

＜地域別＞                                   

区分 東部 中部 西部 隣接県 その他県外 

件数 

※昨年度 

８８件 

※１１２件 

６１件 

※７１件 

５４件 

※８１件 

２件 

※７件 

５件 

※８件 

    

（他、ＳＤＧｓに関する相談） 

区分 東部 中部 西部 県外 

件数 ２件 ０件 ２件 ２件 
  
 ＜分野別＞  

区分 ①まちづくり ②障がい者支援 ③学術・芸術・文化・

スポーツ 

④子育て支援 

件数 ８１件 ２４件 １８件 １７件 

区分 ⑤子どもの健全育成 ⑥高齢者支援 ⑦社会教育 ⑧保険・医療 

件数 １５件 １３件 １２件 １０件 

区分 ⑧中山間地域支援 ⑩国際協力 ⑪農業・漁業・林業 ⑪人権・平和 

件数 １０件 ８件 ７件 ７件 

区分 ⑬災害救援 ⑬ＳＤＧｓ ⑮経済活動・産業振興 その他 

件数 ６件 ６件 ５件 ４０件 

  

＜内容別＞  

区分 ① 組織運営 ② 情報収集 ③ 助成金情報 ④ 団体・プロジェクト

立ち上げ 

件数 ３６件 ３３件 ３１件 ２７件 

区分 ⑤ 資金調達 ⑥ 法人設立 ⑦ 行政との協働 その他 

件数 １８件 １７件 １６件 ７９件 

 

②出前相談会の開催 目標 東・中・西部各１回に対し、８回開催 

○創生支援センターが設置されていない市町村（鳥取市は旧郡部も対象）に出向いて、出前相談会（相談の

受付及び対応業務）を実施するとともに、セミナー等に合わせて相談会を実施した。今年度は、初めて八

頭町と琴浦町で開催し、特に琴浦町では、町内の交流会と合わせて開催したことにより、主催団体も個別

に相談会のチラシを作成し、声かけを行うなど、団体との協力関係が築けたことで４件の相談につながっ

た。 

 

    ・相談件数 延べ１５件 

 

区分 会場 期日 相談件数 

鳥取市 

 

県民ふれあい会館 ７月２６日（金） ０件 

県庁講堂 ２月２６日（水） ２件 

八頭町 鳥取県八頭庁舎 １月３０日（木） １件 

倉吉市 

 

上井コミュニティセンター １０月１８日（金） ２件 

倉吉体育文化会館 ２月２７日（木） ２件 

琴浦町 ヘイジースターカフェ＆レコーズ １１月２７日（水） ４件 

米子市 西部総合事務所 ２月２５日（火） １件 

境港市 境港市民活動センター １２月１３日（金） ３件 
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③伴走型支援の実施 目標１０団体に対して、実施１５団体（東部４、中部６、西部５） 

○地域の課題解決又は組織基盤強化に向けた伴走支援を、センターが行う支援メニューの活用や外部の方々

との連携等を通じて行った。伴走支援を行う中で、専門家派遣、地域づくり活動改善支援補助金を効果的

に活用し、団体の活動を支援できた。 

   

   主な支援内容：組織基盤強化、資金調達、情報発信等 

区分 支援団体名 

東部 ４ とっとり震災支援連絡協議会（鳥取市）、るりゆーる（鳥取市）、多言語国際交流サポートＴＩＡ

（鳥取市）、ＮＰＯ法人ＭＣＷ経営サポートセンター（鳥取市） 

中部 ６ 一般社団法人桜鴨文華祭（倉吉市）、コトウラ３区（琴浦町）、ＮＰＯ法人倉北ユナイテッド（倉

吉市）、自然がっこう旅をする木（倉吉市）、鳥の巣（琴浦町）、Ｒｕｎｂｉｋｅ湯梨浜（湯梨浜町） 

西部 ５ ＮＰＯ法人西部ろうあ仲間サロン会（米子市）、ＮＰＯ法人ＹＳＳだいせん（大山町）、（労協）か

けはし（米子市）、こども食堂ネバーランド（米子市）、認定ＮＰＯ法人本の学校（米子市） 

  

④合同会議の開催 月１回程度 年１２回実施  

〇相談内容や意見等を共有し、活動の発展や支援等に活かすため、県関係部署と連携して合同会議を開催し

た。 

 

（２）持続可能な地域づくり促進事業  

○ＮＰＯ等同士がお互いを知り、ＮＰＯや地域運営組織等と行政、地域の支援機関等が情報共有や意見交換を通

して、ともに支え合う連携・協働のネットワークの形成及び地域課題解決に取り組む支援体制構築のきっかけ

づくりとするため、ＮＰＯ等とのネットワーク会議等を開催した。 

〇これまで関係を構築してきた行政や地域の支援機関に新たな連携先が加わったことにより、ネットワーク会議 

を継続して開催できる地域ができ、団体同士のつながりの創出に加えて、センターとしても新しい団体等と出 

会えたことで、新規の支援に繋がった。 

 

① 地域づくり活動のサポート 目標各地区１回以上、合計６回に対し、６回開催  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 持続可能な地域づくり促進 

  〇自治会や地域づくり団体等が開催する出前講座や研修会等に対する計画立案のアドバイスや講師としての

出講、実行委員会や審査会への参画など、センター職員が幅広く地域づくりの支援活動に携わった。 

区分 関係市町 開催日・会場 内容等 

東部 鳥取市 ５月１８日（土） 

さざんか会館 

令和５年度鳥取市市民まちづくり提案事業報

告会＆助成金について学ぼう 

鳥取市 ３月７日（金） 

鹿野トレーニングセン

ター 

鹿野で小規模多機能自治を考える交流会 

中部 

 

 

倉吉市 

 

３月８日（土） 

倉吉市社会福祉協議会 

ボランティアカフェ 

倉吉市  ３月２３日（日） 

エキパル倉吉多目的ホ

ール 

助成金活用について学ぶ交流会 

西部 境港市 

 

６月１８日（火） 

境港市民活動センター 

みな～とカフェ 展示空間の作り方講座 

境港市 ７月２７日（土） 

境港市民活動センター 

市民活動のための楽しい情報発信講座 
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 ・自治会や地域づくり団体等が開催する出前講座や研修会等に対する計画立案のアドバイスや講師としての出 

  講 

   琴浦町安田地区公民館、琴浦まちづくりネットワーク、鳥取市湖南地区、鳥取市米里地区、倉吉市上小鴨 

地区、三朝町地域協議会、三朝町三徳地区協議会、倉吉市関金地区振興協議会 

 

 ・県、市町村との連携 

   鳥取市（協働推進課）、県東部中山間地域振興チーム、県中部中山間地域振興チーム、三朝町（企画健康 

課）、湯梨浜町（まちづくり企画課）、琴浦町（企画政策課）、県中部中山間地域振興チーム、南部町、大山 

町、日南町 

  

・共助交通交流会 

  「第４回ソトバタ交流会」 ３月１３日（木） １４：００～１６：００ 米子コンベンションセンター 

＊第８回ミラ・クル・とっとりプラットフォーム交流会と同時開催 

    

・社会福祉協議会との連携  

鳥取県社会福祉協議会…各種委員会、理事会への参加 

「災害ボランティア活動関係機関連絡会」の構成員として参加 

市町村社会福祉協議会（鳥取市、倉吉市、境港市）…情報共有、個別協議 

 

  ・高校、大学等との連携 高校・大学への訪問 １０回（高校９、大学等１）   

    訪問：［５月１３日］米子東高等学校、米子高等学校、米子北高等学校 ［５月１４日］鳥取短期大学・看 

      護大学、倉吉北高等学校、倉吉総合産業高等学校 ［５月１５日］鳥取城北高等学校、鳥取西高等 

学校、青翔開智高等学校 、八頭高等学校 

     

  ・次世代の地域リーダー育成支援(日南町からの委託事業)    

区分 日時 場所 内容 参加者 

第１回 ７月３１日（水）13:15～17:00 日南町役場 地域人材育成研修講師 １５名 

第２回 １月２１日（火）13:00～17:00 日南町役場 地域人材育成研修ワー

クショップのファシリ

テーター 

１６名 

第３回 １月２８日（火）10:00～17:00 鳥取県庁 視察研修、意見交換 

コーディネーター 

８名 

 

  ・三朝町地域協議会連絡会の支援（三朝町からの委託事業） 

集落実態調査の住民向け報告会及び説明会での講師 

     第１回 １月２５日（土） みささ村地区  

     第２回 １月２５日（土） 小鹿地区 

     第３回 ２月２３日（日） 竹田地区 

     第４回 ３月９日（日）  三徳地区 

     第５回 ３月９日（日）  賀茂地区 

     第６回 ３月２１日（金） 高勢地区 

  

（３）若者の地域づくり活動促進事業  

 ○高校生や大学生等の若者をはじめ、県内外の多くの人に県内の地域づくり活動へ興味をもってもらうきっかけ

づくりを行った。 

 ○大学等の協力を得ながら、若者向け地域課題解決ワークショップ（出前講座）を開催した。 

〇鳥取環境大学が新たに開設した「鳥取グリーンベンチャー」に参画し、学生がセンターや団体の活動に現場で   
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学び、考え、実践する機会を提供し、ＮＰＯ活動への理解を深めることができた。 

〇本事業が学生側の学びとしてだけでなく、受入れ団体側からも「大学や学生との接点づくりに繋がった」、「ボ

ランティア等の受け入れ体制の構築に向けてのイメージが出来た」といった声が聞かれた。 

  若者向け地域課題ワークショップ（出前講座） 目標２回に対し、５回実施 

学校名・（授業名） 期間・受講者 内容 

鳥取環境大学 

（鳥取グリーンベン

チャー） 

４月～７月 

受講者：３名 

代表教員：磯野 誠 

講義と県内ＮＰＯへの取材と原稿作成。作成した原稿についてはセン

ターＷｅｂサイトに支援事例として掲載予定。 

取材先：とっとり震災支援連絡協議会 

ＮＰＯ法人琴浦立子谷ふるさとプロジェクト 

ＮＰＯ法人西部ろうあ仲間サロン会 

鳥取大学 

（コミュニティ創造

支援論） 

５月２日（木） 

受講者：２３名 

講義とプロボノ・ミニプロボノの紹介 

代表教員：菰田レエ也  

 

鳥取環境大学 

（特別演習Ｂ） 

８月～９月 

受講者：１０名 

ＮＰＯやボランティアの実態を現地で学ぶ実習 

代表教員：倉持裕彌  

導入講義・オリエンテーション：８月３０日（金） 

フィールドワーク：ＮＰＯ法人ＭＣＷ経営サポートセンター 

ＮＰＯ法人十人十色､るりゆーる､ＮＰＯ法人い 

ちばん星、認定ＮＰＯ法人ハーモニィカレッジ 

振り返り：９月１７日（火）１０：３０～１２：００ 

 公立鳥取環境大学 

青谷高等学校 

（だっぴ） 

９月１２日（木） 

受講者： ５名 

高校生と社会人でグループをつくり、テーマに沿って意見交換を行

う。これを通じて仕事や将来の生き方について考える。 

代表教員：足立 一枝 

境高等学校 

（境考学） 

９月１８日（水） 

受講者：１５名 

センターがおこなっているＳＤＧｓの取り組みについての講義 

1グループにつき講義と質疑応答２０分を３回実施 

代表教員：富田 運一 

 

（４）地域経営の視点共有・支援事業  

○地域経営の構成員となる個別の団体の正確な経理を促し、団体自身で健全運営を確認できるよう、初心者で

もわかるＮＰＯのための経理処理をシリーズで開催し、このセミナーを、アーカイブ配信できるように整備

した。 

○世代交代を考えるＮＰＯの経営者候補者等の研修会を開催し、活動団体の人材育成を支援した。参加者から

世代交代に向けて困っていることや、外部に求める支援（例：プロボノの活用など）についてニーズを聞くこ

とができた。 

○センターが「地域経営」とは何かの共有認識を持ち支援を行えるようにするため、地域経営について学ぶと

ともに、学会の研究発表会に参加し、センター内で知識を共有、ノウハウ等の蓄積に努めた。 

 

  ・ＮＰＯのための初心者向け経理セミナー（３０分程度）のシリーズ開催  目標５回に対し、５回開催 

区分 内容 日時 場所 参加人数 

第１回 初めての人でもきっとわかる会計 

「お金と領収書等の管理」について 

２月１３日（木） 

13：30～14：00 

オンライン  ２４名 

第２回 「現金出納帳」を作成してみよう ２月１３日（木） 

14：10～14：40 

 ２５名 
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第３回 「預金出納帳」を作成してみよう ２月１３日（木） 

14：50～15：20 

 ２３名 

第４回 

 

「収支決算書」を作成してみよう ２月１7日（月） 

13：30～14：00 

 ２１名 

第５回 助成金の活用及び申請のポイントにつ

いて 

２月１7日（月）

14：10～14：40 

 １９名 

 

 ・ＮＰＯ人材育成支援研修会及び交流会の開催  目標１回に対し、１回開催    

内容 日時 場所 参加人数 

次世代のＮＰＯ経営者育成支援セミナー「ＮＰＯの世代交代

について考える」 

２月２４日（月） 

10:00～12:00 

オンライン   ５名 

 

  ・地域経営を学ぶ研修（職員が共通認識を持つための研修）    

内容 日時 場所 参加者 

鳥取県東部地区地域づくり研修会 

地域課題を乗り越え、安心して暮らし続けられる地

域づくりを目指して～集落支援員としての心構え～ 

１２月１６日（月） 

13:30～15:30 

 

鳥取県東部庁舎 小林・寺坂・

椿・池淵・谷 

鳥取県福祉研究学会 

発表「地域の見える化で支援活動の質を高める」 

２月２２日（土） 

10:00～15：30 

鳥取看護大学・ 

鳥取短期大学 

小林・寺坂・

椿・池淵・谷 

 

（５）地域活動のＤＸ化支援事業  

○全国の地域のＤＸ化の動きや先進事例を、ＮＰＯや地域づくり団体に紹介するセミナーを開催し、ＤＸ化の

理解を深める支援を行った。    目標１回に対し、１回開催  

内容 日時 場所 参加人数 

～負担の少ない地域づくりに向けて～

無料で使えるＩＣＴ活用セミナー 

９月４日(水) 

13:30～16:00 

オンライン   ２０名 

 

（６）情報発信・センター認知度向上事業  

○情報誌、機関紙を定期的に発行し、センター事業やＮＰＯ等の認知の向上や、活動に役立つ情報等の発信を図 

 った。  

  ・ＮＰＯ活動、ボランティア活動、地域づくり活動に関する情報を発信する情報誌の企画、発行  

情報誌「てとり」 年２回発行 県内外の活動団体、行政、公共施設等４００ヶ所 

第２１号 １０月１１日発行   

第２２号 ３月１７日発行 

 

  ・センターが行う講座や研修等の事業の情報を時期に応じて発信する機関紙の企画、発行 

機関紙「センターつうしん」 年４回発行 県内全域のＮＰＯ等４００ヶ所   

     第３９号：７月３１日発行     第４０号：１０月３日発行  

第４１号：１２月１６日発行    第４２号：３月１１日発行 

 

○県民活動に関する情報を、センターのウェブサイト、ＳＮＳ、県協働参画課「ミラ・クル・とっとり運動サイ 

ト」の登録・発信機能等を活用して、広く県民、ＮＰＯ等へ発信した。 

 ・ウェブサイトの更新 月４回以上の目標に対して、月平均４.１回更新 

・県協働参画課「ミラ・クル・とっとり運動サイト」メール配信機能による情報発信 

年１０回の目標に対して２１回実施 
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○メディアへの情報提供、新聞掲載等による広報を行い、センター事業の認知を図った。 

・研修講座、寄付金贈呈式等の開催の際に、県協働参画課の協力を得て、プレスリリースを発信 

 ・新聞広告掲載 

  ①１０周年記念フォーラムの広告：1０月１２日（土）掲載 

 ②センター事業の案内広告：１月６日（月）掲載 

 

（７）センター１０周年記念事業  

 ○センターの設立１０周年を記念したフォーラムを開催し、県内の市町村やＮＰＯ等にセンターの取組や  

今後の方向性を周知した。 

  ・１０周年記念事業等運営委員会（再掲、６ページ参照） 

     県民の参加を促すため、「１０周年記念事業等運営委員会」を設け、様々な立場の委員からの提案、意見 

を反映し、｢センター設立１０周年記念フォーラム｣を企画した。 

 

  ・センター設立１０周年記念フォーラム   目標１回に対し、１回開催      

期日 場所 内容 

１１月４日（月） とりぎん文化会館 とっとり県民活動活性化センター１０周年記念「つながるフォーラム」 

○記念式典 

〇講演会「『参加』が創り出す人口減少社会の希望」 

 講師 山崎 亮（関西学院大学建築学部教授、㈱studio-L代表） 

  

○センターのあゆみや現在の取組を掲載したパンフレットを製作し、配布した。 

 ・パンフレットの作成    ３，０００部 １０月発行 

 

（８）多様な主体による連携の促進  

○県と連携し、持続可能な地域社会の実現を目指し、ＳＤＧｓの普及啓発を図った。若者、企業、ＮＰＯ等、多

様な主体の参画を得て、地域の課題解決及び新たな価値創出にむけた意見交換を行った。具体的には、ＳＤＧ

ｓ推進のプラットフォームを広げ、自主事業として解決すべき課題やテーマを設定して、民間主体の新たなプ

ロジェクトチームを醸成し、その実践をけん引、伴走した。 

 〇県内でのＳＤＧｓの認知度が高くなったこともあり、普及啓発を目的とした各制度の登録・申請数が伸び悩ん 

だが、交流や意見交換を通して、登録者を含む多様な主体がそれぞれの活動を理解し、新たなつながりをつく 

ることができた。 

 

①民間主導の参加型でゆるやかな「とっとりＳＤＧｓプラットフォーム」の運営［事務局］ 

・行動を促す登録の推進  登録目標 １００件（個人・団体） 現在１２３件 

・ＳＮＳ、オンラインツール等を活用した情報共有、情報収集・発信 

・事務局：センター 

 鳥取県内の市民、ＮＰＯ、企業、行政、大学・学校など、多様な主体が行うＳＤＧｓ（持続可能な開発目

標）の取組を共有・発信し、分野、組織、セクターを超えた連携・協働による持続可能な地域づくりの推進

を目的とする「ゆるやかな参加型のプラットフォーム」 

 

登録団体 １２３  

企業等 ＮＰＯ等 教育機関 自治体、公的機関 個人 計 

２２ ７６ ４ ５ １６ １２３ 

 

②とっとりＳＤＧｓプラットフォーム 

   ・地域課題の解決、持続可能な地域づくり等、ＳＤＧｓのプロジェクト推進 
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・ＳＤＧｓに関わる研修会、意見交換会・交流会等の開催 

上記プロジェクト等をテーマにした意見交換会 ３回程度 

ア プロジェクト推進  

 〇災害支援 

  平時からの情報交換、災害に関する研修、災害ボランティアセンター運営協力など、学びや実践を通し 

て、平時からの関係性を強化することができた。 

とっとりＳＤＧｓプラットフォーム災害分科会 

ミーティング  ５月１７日（金）、８月５日（月）、１０月２日（水）、１２月４日（水）、３月３日（月） 

     

    ○人権基盤型アプローチによる「子ども×文化×地域」をテーマにしたプロジェクト醸成 

コアチームミーティング 第１回  ９月 ５日（木） 

第２回 １０月２１日（月） 

第３回 １２月１５日（日） 

  第４回 １２月１８日（水） 

  第５回  ３月 ６日（木） 

＜協力企画＞ 

 （一社）ＳＤＧｓ市民社会ネットワーク地域ユニット 

「ＮＰＯのＳＤＧｓ調査研究・研修開発」推進プロジェクト 

・ＮＰＯのＳＤＧｓヒアリング（県内３団体）９～１０月 

 

イ 意見交換・交流会 

・「子ども×文化×地域」をテーマとした意見交換をとっとりＳＤＧｓ意見交換会として開催 

＊（一社）ＳＤＧｓ市民社会ネットワーク地域ユニット「ＮＰＯのＳＤＧｓ調査研究・研修開発推進

プロジェクト」、（一社）環境市民プラットフォームとやま（ＰＥＣとやま）との連携（相互訪問） 

 

 ２月２日（日）とっとりＳＤＧｓ意見交換会 

 米子コンベンションセンター、オンライン  参加３７名 

  ＳＤＧｓ学びあいミーティング米子「ＳＤＧｓをかけ算の視点で考え直す」 

共催：（一社）ＳＤＧｓ市民社会ネットワーク 

   とっとりＳＤＧｓプラットフォーム〈子ども×文化×地域〉チーム 

 基調講演：「分断と孤立化を超えてローカル・コモンズをめざす地域のプラットフォーム形成にむけ 

  て」  

 対  話：「子ども×文化×地域」取り組みを＜深堀り＞する、視点を＜広げる＞    

  

ウ ＳＤＧｓに関する講師参加、研修・会議への参加等    

参加形態 期日 場所 派遣者 研修会等 

研修参加 ５月 ８日（水） とりぎん 

文化会館 

毛利 

寺坂 

鳥取県・公立鳥取環境大学「環大生×

企業によるＳＤＧｓ共創プロジェクト

キックオフイベント」 

講師 ７月 ３日（水） 長野県自治会館 毛利 赤い羽根全国ミーティングin信州分科

会「ローカルＳＤＧｓと共同募金」 

講師 ７月１６日（火） 鳥取短期大学 毛利 とっとり消費者大学「くらしの経済・

法律講座～実践できるＳＤＧｓ～」 

登壇者 １０月１５日（火） オンライン 毛利 ㈱クレアンセミナー「企業や地域のパ

ートナーシップを考える」 

研修参加 １０月１６日（水） 富山県民会館 毛利 富山県「とやまＳＤＧｓ連携推進フォ

ーラム」 
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相互訪問 

 

１０月１７日（木） 富山県民共生 

センター 

毛利 （一社）環境市民プラットフォームと

やま「ＳＤＧｓセミナー」 

研修参加 １０月２０日（日） 金剛団地 

中央集会所 

毛利 富山県黒部市事例紹介講演＋岡島ゼミ

I研究発表「ＳＤＧｓを深掘りする」 

主催者 

コメント 

３月１４日（金） 人権 

ライブラリー 

（東京都港区） 

毛利 （一社）ＳＤＧｓ市民社会ネットワー

ク「ＮＰＯのＳＤＧｓ全国調査プロジ

ェクト２年次フォーラム」 

 

③とっとりＳＤＧｓパートナー制度の推進 

県と連携し、ＳＤＧｓに取り組む個人・団体を対象に、ＳＤＧｓパートナーとして参画を促し、ＳＤＧｓの

認知度向上と取組の「見える化」によるＳＤＧｓゴール達成に向けた活動の活性化を図った。 

  ・パートナー制度に係る募集・広報、申込受付・登録手続及び登録者の管理・活動状況の把握 

 目標 １００件程度   ２０件  

 ※「鳥取県令和新時代創生戦略」の令和６年度登録件数目標 ５００件 登録数６１０件 

・ＳＤＧｓパートナー交流会への協力 

 県協働参画課が開催の「とっとりＳＤＧｓシーズン２０２４」（９月８日（日）～１１月４日（月）の期間 

中に開催したミラ・クル・とっとりプラットフォーム第３回交流会の連携開催、「ミラ・クル・とっとり元 

気フェス」の案内 

登録団体 ６１０  

企業 ＮＰＯ等 教育機関 個人 計 

４７６ ９９ １１ ２４ ６１０ 

 

④「とっとりＳＤＧｓ伝道師」制度の運営 

ＳＤＧｓの普及啓発の核となる人財として県が選定・任命する「とっとりＳＤＧｓ伝道師」制度の周知、講

習の実施及びＳＤＧｓ研修会等への派遣（出講）に関する業務を行った。 

 ・制度の周知 

   センターホームページ、ＦＢ等での案内、事務所へのチラシ配架、また相談対応時において制度の紹   

介等を行い、周知を図った。 

・講習の実施 

   ７月１７日（水）オンラインにて開催 参加：伝道師８名、県協働参画課２名、センター２名  

 ・派遣（出講）に関する調整、報償費、旅費の支給 

  申請 １１件、実施 １１件（うち前年度申請分 １件）、取り下げ １件 

 

 

３．社会変化に対応したＮＰＯ等活動団体支援事業 

（１）専門家派遣事業  

 ○ＮＰＯ等の業務や会計等の専門的な相談に対して、税理士、司法書士、行政書士、社会保険労務士、中小企業

診断士、ＩＣＴ支援アドバイザー等を登録し、個別又は出前相談会に派遣することで、ＮＰＯ等の事務能力の

向上やガバナンスに関する課題の解決を図った。 

〇昨年度中途での制度改正（同一団体が年間最大２回活用できる）をチラシ等により年度当初から周知を行った

ことにより、個別派遣の活用団体が増加傾向にある。 

 

専門家の派遣 目標２０回 

ＮＰＯ基盤強化事業のセミナー、持続可能な地域づくり促進事業のＮＰＯ交流会等にあわせて出前相談会を 
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開催した。 

・派遣実績 派遣回数は、１３回、２２団体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・専門家の登録 

登録専門家 東部 中部 西部 計 

税理士 ２名 ３名 ４名 ９名 

司法書士 ２名 － － ２名 

行政書士 ８名 ３名 ６名 １７名 

社会保険労務士 ５名 １名 ２名 ８名 

中小企業診断士 １名 １名 ５名 ７名 

ＩＣＴアドバイザー ７名 １名 １名 ９名 

ファンドレイザー １名 － １名 ２名 

計（延べ人数） ２６名 ９名 １９名 ５４名 

実人数合計 ２０名 ８名 １８名 ４６名 

 

（２）ＮＰＯ経営実態把握事業  

○県のホームページに掲載されている公開情報、アンケート、訪問又は電話による聞取りにより、ＮＰＯ法人の 

 経営実態を調査し、相談対応及び伴走支援等の基礎資料となる「ＮＰＯ経営実態資料」（収支構造や雇用等経 

営状況、会計事務等の運営状況及び情報収集・発信等の活動状況並びにそれらの課題をとりまとめた資料）を 

更新、整備した。 

〇鳥取大学長曽我部准教授の助言を反映してアンケートの手法を見直したことでアンケートの回収率を上げる

ことができた。 

〇ＮＰＯ法人の公開情報を鳥取環境大学下境准教授に調査・分析していただくことで、新たな視点での分析結果 

 を得ることができた。 

 

ア アンケート調査 

鳥取大学工学部公共システム研究室と共同で、長曽我部准教授（理事）の監修のもと「鳥取県内のＮＰＯ法 

人の現状と課題に関するアンケート調査」を実施 

区分 回数 団体数 内容 

個別派遣  １０回 ９団体 ＩＣＴアドバイザー×おもちゃＤｒ．鳥取（鳥取市） 

税理士×るりゆーる（鳥取市） 

税理士×あいみ富有の里地域振興協議会（南部町） 

司法書士×明るい生活（米子市） 

ファンドレイザー（２回）×子ども食堂ネバーランド（米子

市） 

行政書士×ＮＰＯ法人西部ろうあ仲間サロン会（米子市） 

税理士×すぎぼっくり（智頭町） 

社会保険労務士×やらいや逢坂（大山町） 

税理士×くぷくぷ（湯梨浜町）  

センター事業 １回 １０団体 ＩＣＴアドバイザー×境港ＮＰＯ交流会（境港市） 

 

出前相談会 ２回 ３団体 社会保険労務士・税理士×ＮＰＯ法人ピアサポートつむぎ（倉

吉） 

社会保険労務士・税理士×まるたんぼう（智頭町） 

社会保険労務士×ＮＰＯ法人いんしゅう鹿野まちづくり協議

会（鳥取市） 

合計  １３回  ２２団体  
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・実施期間及び回収数：８月２１日（水）～９月６日（金） 回収数計９９団体／送付数２８５団体 

 

イ 訪問又は電話による聞取り 

・更新データ件数（経営実態資料）及び聞取り（訪問又は電話による聞取り調査）の目標数２０ＮＰＯ法人 

実績：２１ＮＰＯ法人（東部８、中部５、西部８）    

＜聞取り先＞   

地域 聞取り先団体 

東部 ８ ＮＰＯ法人あゆみ（鳥取市）、ＮＰＯ法人We garden our city! （八頭町）、ＮＰＯ法人因幡万笑の

会（鳥取市）、ＮＰＯ法人居場所研究室（鳥取市）、ＮＰＯ法人十人十色（鳥取市）、ＮＰＯ法人桜 

キッズフィールド（鳥取市）、ＮＰＯ法人地域スポーツ推進協会（鳥取市）、ＮＰＯ法人おじぎそ

う（鳥取市） 

中部 ５ ＮＰＯ法人ＴＨＫサポート（北栄町）、ＮＰＯ法人倉北ユナイテッド（倉吉市）、ＮＰＯ法人遊山

のもり（倉吉市）、ＮＰＯ法人四つ葉（倉吉市）、ＮＰＯ法人里山地域研究会（三朝町） 

西部 ８ ＮＰＯ法人日本スマートバブル研究会（米子市）、ＮＰＯ法人鳥取県障がい者就労事業振興セン

ター（米子市）、ＮＰＯ法人本の学校（米子市）、ＮＰＯ法人フォレストアカデミージャパン（日

南町）、ＮＰＯ法人むきばんだ応援団（米子市）、ＮＰＯ法人ＤＡＲＡＺスピリット（米子市）、

ＮＰＯ法人西部ろうあ仲間サロン会（米子市）、ＮＰＯ法人ＹＳＳだいせん（大山町） 

 

ウ ＮＰＯ経営実態資料の作成 

・ＮＰＯ法人の活動計算書等、県ホームページ掲載の公開情報を分析した結果を、鳥取環境大学経営学部の下

境芳典准教授及び同研究室の学生と共同で取りまとめ、調査報告書として作成、公開した。 

・上記結果をＮＰＯ法人毎にファイリングした資料を作成した。 

 

（３）非営利組織基盤強化・評価推進事業 

○組織診断・評価や組織基盤強化支援を行うことにより、ＮＰＯ等の組織力強化、ガバナンスの向上を図るとと

もに、積極的な情報開示・情報発信を促した。 

 

ア 非営利組織評価推進事業 

・（公財）日本非営利組織評価センター（ＪＣＮＥ）との連携 

（公財）日本非営利組織評価センター「グッドガバナンス認証」評価 

制度見直しのため、今年度の評価はなし。 

新制度及び現行制度終了についての評価員向け説明会  ２月２６日(水) オンライン参加：寺坂 

グッドガバナンス：ＮＰＯ法人ＭＣＷ経営サポートセンター（鳥取市）１２月１８日認証取得 

ベーシックガバナンス：ＮＰＯ法人ピアサポートつむぎ（倉吉市）   ２月２６日評価掲載   

 

イ 休眠預金（２０２１年度通常枠、２０２２年度通常枠）採択団体に対する組織評価及び伴走支援 

・持続可能な組織基盤強化を目的に実施する休眠預金等活用事業」の採択団体に対して、規程類の作成、社 

 会的インパクト評価をはじめとする「組織診断」等の評価活動の支援を行った。 

 

ウ 情報開示・情報発信支援 

・県協働参画課「ミラ・クル・とっとり県民運動サイト」、日本財団ＣＡＮＰＡＮ等のポータルサイト、  

「とっとりＳＤＧｓプラットフォーム」等を活用して、情報開示・発信支援を行った。 
 

（４）ＮＰＯ基盤強化事業 

○ＮＰＯ法人が、会計・税務・労務・登記・所轄庁事務・定款に基づく組織運営等、基本的な事務力を獲得する

とともに、ガバナンスの構築により、その自立性、透明性、信頼性の向上を図るため、地域づくり活動、ＮＰ

Ｏ活動におけるノウハウの提供など、団体のニーズや状況を踏まえ基盤強化に必要な講座等を企画し、開催し
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た。 

〇所轄庁、税務署、県税、市町村役場、年金事務所、労働基準監督署、公共職業安定所に関するＮＰＯ法人の年

間スケジュールを用いて税理士や社会保険労務士等の専門家等が説明を行うことで、ＮＰＯ法人が行わなけれ

ばならない基本的な実務について理解していただくことができた。また、実際に実務を行っている講師に実例

をもとに話をしてもらうことで、より実践的な講座となった。 

  

ア ＮＰＯのための事務力セミナー   目標１回に対し、１回開催  

内容 日時 場所 参加人数 

ＮＰＯの年間業務を確認しよう 

ＮＰＯの事務のコツ 

個別相談会 

１０月１８日(金) 

13:30～16:30 

上井コミュニティセ

ンター（倉吉市） 

１０名 

   

 イ ＮＰＯ法人事務説明会          

   ＮＰＯ法改正があった場合等に、東・中・西部振興課とともに開催する。 今年度開催なし。 

 

（５）社会人・若者ボランティア（プロボノ）推進事業  

○支援を希望する県内のＮＰＯ等と、自らのスキルや経験を活かして社会貢献活動を行いたい社会人・若者をマ

ッチングし、プロジェクトを実施した。 

○鳥取大学地域学部と連携し、大学生のスキルを活かして団体の情報発信を支援する「ミニプロボノ」を実施し

た。 

〇とっとりプロボノにおいては、県外から参加したプロボノワーカーと県内のプロボノワーカーがＩＴツール等 

 を用いて円滑にコミュニケーションを図りプロジェクトをすすめることができた。 

〇大学生によるミニプロボノは３年目となり、鳥取大学菰田講師と何度も話し合い、細かい点を改善していくこ 

 とで継続することができている。今年度より学生の団体訪問を必須としたことで、団体にとっても学生にとっ 

ても満足度の高いプロジェクトとなった。 

 

ア プロボノ説明会  目標２回に対し、２回開催 

プロボノ支援を受けたいＮＰＯ等及びプロボノワーカー希望者向けの説明会を実施した。 

  ・受入団体の募集  ６月３日（月）～７月１日（月） 

   受入団体の再募集 ８月９日（金）～９月２日（月） 

 審査会 ９月２０日（金） 

 申請１（西部１） 採択１団体（西部１）    

・説明会      オンライン ６月２０日（火）参加２団体 

説明会（再募集） オンライン ８月２１日（水）参加３団体 

プロボノワーカー 県内登録者６７名、新規登録者３名 

                

イ プロボノ育成研修  目標１回に対し、１回開催   

内容 日時 場所 参加人数 

ボランティアマネジメントの基本 １月１９日(日) 

19:00～20:15 

オンライン １０名 

    

ウ プロボノ事業の実施 

県内外の社会人・若者が自らのスキルを活かして県内のＮＰＯ等を支援する、ボランティア（プロボノ）プ

ロジェクトを実施した。 

 

・プロジェクト（１１～２月） 目標１件に対し、１件実施 
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区 分 活 動 日 等 

採択団体 
労働者協同組合かけはし（米子市） 

支援内容 事業戦略支援（ボランティア受入体制構築のための課題の整理） 

ワーカー ４名 

キックオフ事前ミーティング １１月１９日（火）オンライン 参加者：ワーカー４名 

キックオフミーティング １１月２１日（木）オンライン 参加者：ワーカー４名、団体３名 

チームミーティング １１月２６日（火）～２月９日（日）７日 

ヒアリング １２月２２日（日） 

最終提案  ２月１１日（火）場所：米子コンベンションセンター、参加者：ワーカー４

名、団体３名  

成果報告会 ３月１１日（火） パープルタウンレンタルスペースpeople 

 

  ・大学生によるミニプロボノ  目標１件に対し、１件実施 

    鳥取大学コミュニティ創造支援論と連携して、学生がプロボノを体験する機会を提供した。 

区 分 実 施 日 等 

受入団体募集 ４月３日（水）～４月２２日（月） 

学生による受入団体選定 ４月２７日（木）～５月１日（月） 

研修（講義） ５月２日（木） 

ヒアリング（第１回） ５月１６日（木） 

ヒアリング（第２回） ５月３０日（木）、６月４日（火）、６月６日（木）、６月１０日（月） 

最終成果物提出 ８月２８日（月） 

ヒアリング受け入れ先 岩美町社会福祉協議会、美萩野あじさい公園愛護会、るりゆーる、ＮＰＯ法人

十人十色 

成果報告会 ８月１日（木）鳥取大学 

 

 エ. プロボノ報告会 

期日及び場所 内   容 

３月１１日（火） 

パープルタウンレンタルスペ

ースpeople 

活動報告：プロボノワーカー、労働者協同組合かけはし、鳥取大学 

参 加 者：１３名  

 

（６）助成金活用促進・資金調達支援事業 

○県内外の助成金情報を紹介し、効果的な活用を促す「助成金合同説明会」を開催するとともに、センターが 

募集する補助金の周知を行った。 

 
 ア 助成金合同説明会  目標１回に対し、４回実施 

県内外の助成団体の説明及び助成金活用ミニ講座ののち、個別相談会を実施し、申請及び採択団体の拡大

を図った。  

開催方法 内容 日時 場所 参加団体数 

集合 

 

助成金合同説明会＆相談会 

助成金ミニ講座 

７月２６日（金） 

13:30～16:45 

県民ふれあい会館 １６団体  

１７名  

・助成団体の説明：日本郵便年賀寄付金分配事業、株式会社鳥取銀行とりぎん青い鳥基金、あいおいニッセ

イ同和損害保険株式会社あいおいニッセイ同和損保助成プログラム、中国労働金庫北部

エリア営業本部鳥取事務所中国ろうきんＮＰＯ寄付システム、鳥取県共同募金会赤い羽

根共同募金、鳥取県協働参画課ギフ鳥 
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県の「地域づくり関係助成事業説明会・相談会」と同時開催  

区分 内容 日時 場所 参加団体数 

東部 

 

民間等の助成事業説明＆活用セミナー 

鳥取県による助成事業紹介、相談会 

２月２６日（水） 

13:30～15:30 

県庁講堂  １６団体

 ２４名 

中部 ２月２７日（木） 

10:00～11:30 

倉吉体育文化会館  ７団体 

１２名 

西部 ２月２５日（火） 

10:30～12:00 

西部総合事務所  ５団体 

７名 

  

 イ 補助金の周知 

   「助成金合同説明会＆相談会」をはじめとして、約４５０か所の法人、団体へ、郵送及びメーリングリスト

で周知を行った。 
 

ウ 資金調達支援  

資金調達の計画づくりや、寄付や助成金、補助金の獲得、持続可能な地域づくり団体支援寄付金「ギフ

鳥」やクラウドファンディングの活用等に関するアドバイス等を行った。 

 ・寄付についての相談に対し助言した。（５件） 

 ・助成金・補助金申請の相談に対し助言した。（８件） 

 ・クラウドファンディングの相談に対し概要と活用について説明した。（１件） 

 ・その他の資金調達の相談に対し助言した。（４件） 

 

（７）民間協働型活動支援事業【自主事業】 

○企業及び県内外の支援団体と連携し、資金、物品、ノウハウ等の支援プログラムを実施し、寄付文化醸成のイ

ベント等を「全国寄付月間（１２月）」やＳＤＧｓ推進の取組と連携して開催した。 

 

①寄付文化の醸成及び寄付活動の活性化にむけた活動 

・寄付の教室等「社会貢献教育」や参加型の「寄付プロジェクト」の検討・普及 

  お買い物チャリティー等で「全国寄付月間２０２４」に参加 

 寄付月間２０２４のアンバサダー賞を受賞 

 ファンドレイジングスクール参加、認定ファンドレイザー資格取得  池淵  

・寄付つき商品事業 

    ○寄付つき商品に新たにとりくみたい企業等と活動団体とをマッチングし、開発支援・広報を実施した。 

マッチング件数：２１件 実施件数：２１件 寄付先団体：１３団体 寄付金額：３５２,３１０円 

〇寄付つき商品の存在を知っていた企業が、新たな商品を通年の寄付つき商品として取り組むこととした。 

 

ア 寄付つき商品 通年実施分 実施数３件（うち継続２件） 寄付先団体２団体 

企業名 所在地 商品名 寄付内容 寄付先団体 

寿製菓㈱（平成２９年

度～） 

米子市 スタミナ納豆の素 購入 

１袋につき１０円 

こども食堂とみんなの居

場所ほっとここ 

和食処やじきた（令和５

年度～） 

米子市 お子さまメニュー 売上の５％ 子どもの居場所ネットワ

ーク“えんたく” 

とっとりずむ 鳥取市 とっとりかるた 売上の５％ 子どもの居場所ネットワ

ーク“えんたく” 

 

イ とっとり世界子どもの日寄付キャンペーン   

国連総会で子どもの権利条約が１９８９年１１月２０日（世界子どもの日）に採択されて３０年目に 
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あたる令和元年度からスタートした「とっとり世界子どもの日寄付キャンペーン」。 

１２月の寄付月間を含む１１月２０日（水） ～１２月３１日（火）をキャンペーン期間とし、子ども 

子育て支援団体を寄付先対象として「お買い物チャリティー」及び「カンパイチャリティー」を実施。 

＜キャンペーン参加企業・店舗＞  実施数２１件（うち継続１８件） 寄付先団体１３団体 

企業名（チラシ掲載名） 所在地 商品名 寄付内容 寄付先団体 寄付金額 

寿製菓株式会社 米子市 【通年】スタミナ

納豆の素 

１袋につき10円を寄

付 

ほっとここ 211,260円 

和食処やじきた 米子市 【通年】お子様メ

ニュー 

売上の3％を寄付 子どもの居

場所ネット

ワーク“え

んたく” 

13,043円 

株式会社とっとりずむ 鳥取市 【通年】とっとり

かるた 

１個につき100円を寄

付 

子どもの居

場所ネット

ワーク“え

んたく” 

10,500円 

株式会社Ｗebもり 鳥取市 tory(トリー)の

InstagramとＸ 

キャンペーン期間中に

投稿したポストのいい

ね数の合計値を寄付

（1いいねで1円） 

NPO法人希

望の星 

10,000円 

薬膳食堂犬挟 倉吉市 陰陽薬膳ランチ ランチ（1,300円）に

つき50円を寄付 

チャイルド

ラインうさ

ぎのみみ 

3,250円 

有限会社鶴乃觜 倉吉市 打吹もなか・はー

こさんもなかセッ

ト 

1セットにつき 30 円

を寄付 

子どもの居

場所ネット

ワーク“え

んたく” 

330円 

てぬぐい工房らっぷ 倉吉市 てぬぐい（1,000

円以上） 

1枚につき50円を寄

付 

自然がっこ

う旅をする

木 

2,500円 

コスメティックリアン 倉吉市 15分クイックエス

テ 

2,200円のうち一部を

寄付 

ゆりはま子

育てネット

ワークくぷ

くぷ 

2,000円 

りんご舎 倉吉市 足つぼ、ベビーケ

アなど全メニュー 

売上の5%を寄付 自然がっこ

う旅をする

木 

7,500円 

梅津酒造 北栄町 酒粕 １つにつき10円を寄

付 

NPO法人ピ

アサポート

つむぎ 

5,000円 

皆生松月 米子市 松月うさぎもなか 1,100円（税込）の売

上の3％を寄付 

チャイルド

ラインうさ

ぎのみみ 

2,640円 

皆生游月 米子市 游月甘 1,250円（税込）の売

上の3％を寄付 

こどもの人

権広場 

5,737円 

お肉のなべさん 米子市 鳥取県産大山豚

肩・モモ切り落と

し 

売上の5%を寄付 NPO法人西

部ろうあ仲

間サロン会 

21,000円 
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美酒佳肴ゆらく 米子市 日本酒 1杯につき10円を寄

付 

NPO法人保

育サポータ

ークローバ

ーキッズ 

16,150円 

ワインセラー葡萄屋 米子市 ワイン試飲会 ワイン試飲会の参加者

から募った寄付金を寄

付 

JAPAN PARA 

MARINE 

ASSOCIATION 

2,000円 

ドゥ ヘアドレッサーズ 米子市 ヘアトリートメン

ト 

1回につき50円を寄

付 

JAPAN PARA 

MARINE 

ASSOCIATION 

0円 

arome beauty therapisia  米子市 リラックスドライ

アロマヘッドセラ

ピー 

10分2,200円につき

500円を寄付 

JAPAN PARA 

MARINE 

ASSOCIATION  

4,000円 

Café’マルマス 境港市 期間中の全商品 売上の1%を寄付 境港親と子

どもの劇場 

3,000円 

木のおもちゃとわらべうた 

ここあん 

境港市 木製玩具、ボード

ゲームなど、 

店頭での販売物の販売

価格の5％を寄付 

境港親と子

どもの劇場 

24,000円 

Matsu-Sou 境港市 衣類 対象商品の売上の1％

を寄付 

NPO法人こ

ども未来ネ

ットワーク 

3,000円 

豆ひとつぶ 境港市 鳥取県産の食品 対象商品の売上の3％

を寄付 

NPO法人こ

ども未来ネ

ットワーク 

5,400円 

    ※キャンペーンウェブサイトの活用、チラシ、ポスター、店舗用ポップ等を作成配布 

     マスコミへの資料提供 

 

②とっとりイーパーツリユースＰＣ寄贈プログラム 

・ＮＰＯ等を対象として企業等が行う寄贈プログラムと連携・協力して、受贈団体とのマッチングを行った。 

 

・「第１１回とっとりイーパーツリユースＰＣ寄贈プログラム」（リサイクルパソコン等の寄贈） 

認定ＮＰＯ法人イーパーツ（東京）との協働事業 

・募集期間 ７月１日（月）～８月２６日（月） 

・審査会 ９月１２日（木）鳥取市民交流センター 

・申請 ２団体（ノートＰＣ５台、複合機２台） 

・採択 １団体（ノートＰＣ５台、複合機１台） 

・寄贈式 ９月２７日（金） 

・寄贈品 ノートＰＣ５台、複合機１台 

・寄贈団体 一般社団法人みもざの会 

 

③ごうぎんＳＤＧｓ私募債（地域おこし型・ＮＰＯ）寄贈事業 

  山陰合同銀行及び私募債発行企業との協働事業 私募債発行時に発行金額の０．２％を寄贈 

   ・私募債発行企業の希望を尊重しながら、センター登録団体とのマッチングを行う事業。 

 今年度なし 

 

④中国ろうきんＮＰＯ寄付システム 

  中国５県でＮＰＯ支援に取り組む５つの中間支援組織と中国労働金庫の協働事業 

中国労働金庫の普通預金口座を通じて、福祉や環境などＮＰＯ法上の２０の活動分野毎に入金された県内
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の寄付金（１ヶ月１口１００円）を、ＮＰＯ法人に配分した。 

   ・助成額 ５万円／件  ・助成対象 ＮＰＯ法人 

・募集時期 １２月２日（月）～１月１７日（金） ・審査会 ２月３日（月）センター事務所 

・寄付金贈呈式 ３月５日（水）パープルタウン２階 レンタルスペースｐｅｏｐｌｅ 参加５団体５名 

・申請５団体 採択５団体 助成額５万円×２団体、６万円×３団体、計２８万円 

・非営利組織評価を受けている団体へは、１万円を追加配分(*) 

区分 分野 採択団体 所在地 

東部 保健・医療・福祉 ＮＰＯ法人ＭＣＷ経営サポートセンター(*) 鳥取市 

保健・医療・福祉 ＮＰＯ法人鳥取ダルク 岩美町 

中部 子どもの健全育成 ＮＰＯ法人ピアサポートつむぎ(*) 倉吉市 

西部 文化・スポーツ ＮＰＯ法人米子ローイング協会(*) 米子市 

子どもの健全育成 ＮＰＯ法人いるか 米子市 

 

⑤あいおいニッセイ同和損保助成プログラム 

  あいおいニッセイ同和損害保険株式会社鳥取支店との協働事業 

同社の役職員による寄付金（任意の募金制度「ＭＳ＆ＡＤゆにぞんスマイルクラブ」）と会社からの同額

寄付を加えた鳥取県独自の助成プログラムとして実施し、県内のＮＰＯ等に助成した。 

・助成上限額 ５万円／件 ・助成対象 ＮＰＯ等 

・募集時期 １２月１８日（月）～２月２日（金） ・審査会 ２月２０日（火）センター事務所 

・寄付金贈呈式 ３月１１日（火）１０：３０～１１：３０ 鳥取市民交流センター 参加３団体３名 

・申請１６団体 採択３団体 助成額５万円×３団体＝１５万円 

区分 採択団体 所在地 

東部 るりゆーる 鳥取市 

鳥取市ろうあ協会 鳥取市 

鳥取おやこ劇場 鳥取市 

 

⑥とりぎん青い鳥基金 

 鳥取銀行との協働事業として、ＳＤＧｓ（教育活動、まちづくり活動）に関わる活動を支援した。 

   ＜上期＞ 

・募集期間 ４月１日（月）～７月３１日（水）  ・審査会 ９月１８日（水）鳥取銀行本店 

・申請２０団体 採択４団体  助成総額  １，０００，０００円 

・寄付金贈呈式 採択団体事務所等において実施予定 

区分 テーマ 採択団体 所在地 寄贈式 

東部 まちづくり やわらかい風 鳥取市 １０月２５日（金）鳥取市 

中部 まちづくり 朗読バラエティ花みずき 倉吉市 １０月３０日（水）倉吉市 

西部 教育 合同会社ＴＥＮＧ 大山町 １１月２０日（水）大山町 

まちづくり ＮＰＯ法人西部ろうあ仲間サロン会 米子市 １１月２９日（金）米子市 

＜下期＞ 

・募集期間 １０月１日（火）～１月３１日（金） ・審査会  ３月１０日（月）鳥取銀行本店 

・申請１３団体 採択４団体  助成総額  １，０００，０００円 

・寄付金贈呈式 採択団体事務所において随時実施 

区分 テーマ 採択団体 所在地 寄贈式 

東部 教育 ＴｏｔｔｏＲＥ：Ｍａｋｅｒｓ 鳥取市 ５月９日（金）鳥取市 

まちづくり ＳＥＥＫ 岩美町 ５月９日（金）岩美町 

中部 まちづくり 「椿の森」を後世に伝える会 琴浦町 ５月１日（木）琴浦町 

西部 教育 非営利活動団体きゃらぼく 米子市 ５月１日（木）米子市 



- 24 - 

 

 ⑦「４７コロナ基金とっとりつながるプロジェクト」 

地域創造基金さなぶり（宮城県）が、２０２１年２月から２０２２年３月まで実施した「４７都道府県『新 

型コロナウイルス対策』地元基金」を活用した寄付金をもとに助成した団体の進捗管理及び伴走支援を行っ 

た。 

交付団体 ＮＰＯ法人ＹＳＳだいせん 

所 在 地 大山町 

事業実施期間 令和６年１月１日（月）～６月３０日（日） 

事業概要 ひきこもり・不登校等の方たちへの就労ステップ支援事業 

交付決定額 １８２，０００円 

交付確定額 １８２，０００円 

 

⑧明治ホールディングス株式会社株主優待(子どものたちへのお菓子の寄贈)   

認定ＮＰＯ法人日本ＮＰＯセンターの呼びかけに応え、県内の支援団体等と協議を行い、推薦団体を決定 

し、寄贈者で構成する委員会等で寄贈先団体決定後、送られてきたお菓子を寄贈先団体に届けた。 

寄贈団体数：１４団体（１団体あたり市価４～５万円程度のお菓子を贈呈） １２月実施 

寄贈対象：「障がいのある子ども」「自然災害の被災地」「自然災害の広域避難者」「東日本大震災で広域 

      避難した子ども達」を対象に活動・支援を行う団体 

区分 対象テーマ 採択団体 所在地 

東部 障がいのある子ども ＮＰＯ法人つぼみ畑 鳥取市 

障がいのある子ども ＮＰＯ法人いちばん星 鳥取市 

障がいのある子ども ＮＰＯ法人たんぽぽ 八頭町 

障がいのある子ども ＮＰＯ法人因幡万笑の会 鳥取市 

東日本大震災で広域避難した子ども とっとり震災支援連絡協議会 鳥取市 

中部 障がいのある子ども ＮＰＯ法人ピアサポートつむぎ 倉吉市 

障がいのある子ども ＮＰＯ法人糸 倉吉市 

障がいのある子ども ＮＰＯ法人こども未来ネットワーク 倉吉市 

西部 障がいのある子ども ＮＰＯ法人おやこサポート小窓 米子市 

障がいのある子ども  ＮＰＯ法人希望の星 米子市 

障がいのある子ども ＮＰＯ法人山陰福祉の会 米子市 

障がいのある子ども 一般社団法人みもざの会 米子市 

障がいのある子ども ＮＰＯ法人陽なた 境港市 

障がいのある子ども 子どもサポートふたば 南部町 

 

⑨中国５県休眠預金等活用コンソーシアム事業［代表・事務局：ＮＰＯ法人ひろしまＮＰＯセンター］ 

  休眠預金等を活用し、中国５県の中間支援組織が連携して「資金分配団体」を担うとともに、県内におい

てＳＤＧｓの理念に基づく中国地方全体に共通する課題の解決にむけた助成及び伴走支援等の取組を行っ

た。 

 

 ア ２０２１年度通常枠（草の根活動支援事業）「中国５県休眠預金等活用事業２０２１」 

  ・採択１団体 実施１団体   

鳥取県の助成金総額：２０，０００，０００円（令和４～６年度） 

区分 テーマ 申請団体 所在地 

東部 安心・安全に暮らせるコ

ミュニティづくりの支援 

鳥取藝住実行委員会「鳥取クリエイティブプラットフォー

ム構築事業」 

鳥取市 
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 イ ２０２２年度通常枠（災害支援事業）「中国５県休眠預金等活用事業２０２２」 

  ・採択２団体 実施２団体  

鳥取県の助成金総額：３０，９１４，２６０円予定（令和５～７年度） 

区分 テーマ 申請団体 所在地 

東部 

 

中国５県における発災時

の相互支援体制構に向け

た地域の支援団体育成・

強化 

とっとり震災支援連絡協議会「鳥取県における災害支援団

体連携強化及び拠点（鳥取県東部）整備事業」 

鳥取市 

認定ＮＰＯ法人人と動物の共生センター「中国５県におけ

るペットと飼い主の避難を実現する、動物避難所整備事業」 

智頭町 

 

（８）控除対象特定非営利活動法人指定支援補助金交付事業  

○鳥取県のＮＰＯ法人の条例個別指定制度に基づき指定を受けようとするＮＰＯ法人が、司法書士等に相談する

際の経費に対して補助金を交付する事業。 

・補助額上限 １５万円／件 ＮＰＯ法人 ２件程度 補助率１０／１０ 実績：申請０ 

・募集期間 ４月１日（月）～令和７年２月２８日（金）  

・県内ＮＰＯ等（４００ヶ所以上）へ周知 

・個別説明 １件 

・指定申請の可能性があるＮＰＯ法人への呼びかけを行い、「認定法人」をめざす１ＮＰＯ法人へ個別の

説明を行ったが、条例個別指定制度を活用するＮＰＯ法人はなかった。 

  

（９）地域づくり活動改善支援補助金交付事業 

○地域の課題解決に向けて活動を改善・向上させようとする地域づくり団体等の活動を支援した。 

 ・補助額上限 ３０万円／団体 ５件程度 補助率１０/１０ 実績：申請３件 採択３件 

団体名 交付確定額 所在地 

ＮＰＯ法人西部ろうあ仲間サロン会 ２９４，０００円 米子市 

ＮＰＯ法人本の学校 ２１１，０００円 米子市 

コトウラ３区 ２９９，０００円 琴浦町 

 

 

※以上の事業とともに実施するセンターの取組 

 

○事務所スペースの活用の促進［事務所スペース貸与］ 

・ボランティア活動、地域づくり活動、ＮＰＯ活動等県民活動の拠点として、倉吉の事務所スペースの活用を 

進めた。 

利用実績 １件   

 

○講師活動、各種委員会・審査会等への職員の派遣 

・センター職員が行う講師活動について、全体業務とのバランスを考慮しながら、その向上を図り、推進した。 

・団体の役員、各種委員会や審査会の委員について、全体業務のバランスを考慮しながら、必要に応じて就任

し、その役割を果たすとともに就任する団体等との信頼関係を築いた。 

 

ア 講師等としての派遣（ＳＤＧｓ推進事業等、すでに記載されているものを除く） 

○全体業務とのバランスを考慮しながら、講師活動の向上を図り、推進した。 

 日時 場所 参加者 研修会等 

５月２６日（日） 琴浦町 

安田地区公民館 

椿 琴浦町安田地区公民館総会＆地域づくり研修会 

「人生が豊かになる安田の地域づくり」 
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９月２１日（土） 北栄町図書館 寺坂 ほくえい未来トーク２０２４ 

１０月 ６日（日） とりぎん文化会館 谷 多言語国際交流サポートＴＩＡ２０周年記念 

１１月２０日（水） 公立鳥取環境大学 毛利 倉持裕彌准教授授業「コミュニティビジネス論」 

１月２０日（月） 公立鳥取環境大学 毛利 とっとり消費者大学「くらしの経済・法律講座～ＮＰ

Ｏの活動について～」 

 

イ 委員会・審査会への派遣 

○全体業務のバランスを考慮しながら、必要に応じて就任し、その役割を果たすとともに派遣先団体等

と信頼関係を築くように努めた。 

 

県内外の委員会、審査会等の委員、審査員の就任 

 派遣数３５（理事長及び職員５名）内訳：団体の役員等５ 審議会等の委員２７ 審査会の委員３ 

  ・鳥取県生活協同組合 有識理事（毛利理事長） 

・中国５県中間支援組織連絡協議会 代表（毛利理事長） 

・地域づくり団体全国協議会 副会長（毛利理事長） 

・（一社）ＳＤＧｓ市民社会ネットワーク地域ユニット 

「ＮＰＯのＳＤＧｓ調査研究・研修開発推進プロジェクト」委員会 委員長（毛利理事長） 

・ひろしまＮＰＯセンター「中国５県休眠預金等コンソーシアム運営委員会」運営委員（毛利理事長） 

・こくみん共済「こくみん共済ｃｏｏｐ地域貢献助成事業中国四国審査委員会」委員（毛利理事長） 

・県ねんりんピック課「ねんりんピックはばたけ鳥取２０２４実行委員会」委員（毛利理事長） 

・県ねんりんピック課「ねんりんピックはばたけ鳥取２０２４実行委員会常任委員会」常任委員（毛利理事長） 

   ・県商工政策課「とっとりＳＤＧｓ企業認証審査会」委員（毛利理事長） 

・とっとり研志塾実行委員会 委員（毛利理事長） 

   ・鳥取県社会福祉協議会 理事（小林事務局長） 

・県協働参画課「ミラ・クル・とっとり運動推進委員会」委員（小林事務局長） 

・県ねんりんピック課「ねんりんピックはばたけ鳥取２０２４実行委員会総務・企画専門委員会」委員（小

林事務局長） 

・鳥取市災害ボランティアセンター連絡会構成員（小林事務局長） 

・公益社団法人とっとり被害者支援センター監事（小林事務局長） 

・日本ＮＰＯセンター組織基盤強化サポート研修チューター（寺坂次長） 

・とっとり子どもの居場所ネットワークえんたく 理事（法人）及び運営委員会委員（寺坂次長） 

・全国ＮＰＯ事務支援カンファレンス世話役人会 世話役人（寺坂次長） 

・中国環境パートナーシップオフィス・中国地方ＥＳＤ活動支援センター運営委員会委員（寺坂次長） 

・鳥取市社会福祉協議会 理事（寺坂次長） 

・鳥取市社会福祉協議会地域福祉推進委員会 委員（寺坂次長） 

・鳥取市社会福祉協議会鳥取市ボランティア・市民活動センター「鳥取市ボランティア・市民活動センター   

運営委員会」委員（寺坂次長） 

   ・鳥取市社会福祉協議会鳥取市ボランティア・市民活動センター「鳥取市市民まちづくり提案事業助成金審 

査会」委員（寺坂次長） 

  ・県産業未来創造課「地域課題解決型起業支援補助金審査会」委員（寺坂次長） 

・倉吉市企画課「倉吉市総合戦略推進会議」委員（寺坂次長） 

・（公財）日本非営利組織評価センター「グッドガバナンス認証」評価員（寺坂次長） 

・県農地・水保全課「みんなで取り組む推進会議」委員（椿企画員） 

・鳥取県立生涯学習センター（ふれあい会館）「とっとり県民カレッジ講座運営協議会」委員（椿企画員） 

・「倉吉総合産業高等学校運営協議会」委員（椿企画員） 

・鳥取市協働推進課「鳥取市市民自治推進委員会」委員（椿企画員） 

・湯梨浜町デジタル・みらい戦略課「ゆりはま創生総合戦略会議」委員（椿企画員） 
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・鳥取県総合芸術文化祭（とりアート）実行委員会（池淵企画員） 

・鳥取県社会福祉協議会「鳥取県ボランティア・市民活動センター運営委員会」運営委員（谷書記） 

・鳥取市佐治町総合支所「佐治町生活交通会議」オブザーバー（谷書記） 

・令和６年度シン・子育て王国とっとり表彰審査委員（谷書記） 

 

○全国・中国地方及び県域の中間支援組織等との連携、会議等への参加［ネットワーク構築］ 

・中国５県中間支援組織連絡協議会及び中国５県休眠預金等活用コンソーシアムの構成団体、（一財）地域活

性化センター（地域づくり団体全国協議会）の鳥取県の事務局として、また、認定ＮＰＯ法人日本ＮＰＯセ

ンター、ＮＰＯ法人会計基準協議会、全国ＮＰＯ事務支援カンファレンス、（公財）日本非営利組織評価セ

ンター、（一社）ＳＤＧｓ市民社会ネットワーク、同ネットワーク地域ユニット、災害時におけるＮＰＯ支

援センター等の活動相互支援協定等、全国及び中国地方の中間支援組織と連携して、人材育成、調査・提言

活動、資金調達・提供、ＳＤＧｓ、災害時支援等の連携・協働の取組を進めるとともに、会議や研修等への

参加を通して、全国及び中国地方の支援機関・組織との関係構築を図った。 

・とっとり子どもの居場所ネットワーク“えんたく”の理事団体及び賛助会員として参加し、県内におけるこ

ども食堂等、子どもの居場所づくりへの企業の寄付・寄贈、マッチング等の支援を行った。 

・「とっとりＳＤＧｓプラットフォーム」等を基盤に、災害時のＮＰＯ等のネットワーク化を進め、「災害時相

互協力協定」を結ぶ団体等で構成する「災害ボランティア活動関係機関連絡会」＊３に参加した。 

＊３ 「災害ボランティア活動関係機関連絡会」…平成３０年１２月に締結した「災害時相互協力協定」を結ぶ団体等で構成。

鳥取県社会福祉協議会が主催し、年に２～３回、連絡会議を開催している。 

＜構成団体＞（公社）日本青年会議所中国地区鳥取ブロック協議会、日野ボランティア・ネットワーク、鳥取県生活協

同組合、鳥取県社会福祉協議会、鳥取県、センター（以上、「災害時相互協力協定」締結団体）、日本赤十字社鳥取県支

部（連絡会スタート時から参加）、ライオンズクラブ国際協会３３６－Ｂ地区（令和２年度から参加） 

 

 会議等への参加 ４４回 

日時 場所 参加者 会議・役割 

４月 ８日（月） オンライン 寺坂 ＮＰＯ支援力応援プログラムチューター会議①・チュータ

ー(企画・運営メンバー) 

４月１１日（木） オンライン 毛利 （一社）ＳＤＧｓ市民社会ネットワーク地域ユニット会議 

４月１９日（金） オンライン 寺坂 全国ＮＰＯ事務支援カンファレンス世話役人会 

４月２２日（月） オンライン 寺坂 ＮＰＯ支援力応援プログラムチューター会議②・チュータ

ー(企画・運営メンバー) 

５月 ９日（木） オンライン 毛利 （一社）ＳＤＧｓ市民社会ネットワーク地域ユニット会議 

５月２０日（月） 鳥取市 寺坂 とっとり子どもの居場所ネットワーク“えんたく”役員会 

５月３０日（木） 東京都 

中央区 

毛利 地域づくり都道府県協議会会長及び都道府県地域づくり

団体担当課長会議及び意見交換会 

５月３１日（金） オンライン 寺坂 全国ＮＰＯ事務支援カンファレンス世話役人会 

６月 ３日（月） オンライン 寺坂 ＮＰＯ支援力応援プログラムチューター会議③・チュータ

ー(企画・運営メンバー) 

６月 ６日（木） 広島県 寺坂 中国環境パートナーシップオフィス・中国地方ＥＳＤ活動

支援センター運営委員会 

６月１３日（木） オンライン 毛利 （一社）ＳＤＧｓ市民社会ネットワーク地域ユニット会議 

６月２１日（金） オンライン 小林 日本ＮＰＯセンター２０２４年度通常総会   

６月２４日（月） オンライン 毛利・寺坂 中国５県休眠預金等活用コンソーシアム運営委員会 

６月２６日（水） オンライン 寺坂 全国ＮＰＯ事務支援カンファレンス総会 

６月２８日（金） オンライン 寺坂 ＮＰＯ法人会計基準協議会総会・学習会 

７月 ３日（水） 鳥取市 小林・谷 災害ボランティア活動関係機関連絡会 

７月１１日（木） オンライン 毛利 （一社）ＳＤＧｓ市民社会ネットワーク地域ユニット会議 
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８月 ８日（木） オンライン 毛利 （一社）ＳＤＧｓ市民社会ネットワーク地域ユニット会議 

８月２１日（水） オンライン 寺坂 全国ＮＰＯ事務支援カンファレンス世話役人会 

８月２１日（水） オンライン 毛利・寺坂 中国５県休眠預金等活用コンソーシアム運営委員会 

８月２８日（水）

～２９日（木） 

東京都 寺坂 民間ＮＰＯ支援センター・将来を展望する会（ＣＥＯ会議） 

９月１２日（木） オンライン 毛利 （一社）ＳＤＧｓ市民社会ネットワーク地域ユニットオー

プンＤａｙ 

１０月 ２日（水） オンライン 毛利 中国５県休眠預金等活用コンソーシアム運営委員会 

１０月１１日（金） オンライン 寺坂 ＮＰＯ支援力応援プログラム振り返り会（運営メンバー) 

１１月１３日（水） オンライン 寺坂 ＮＰＯ法人会計サポートに関する情報交換会・ＮＰＯ法人

所轄庁との意見交換会（中国・四国ブロック会議） 

１１月１４日（木） オンライン 毛利 （一社）ＳＤＧｓ市民社会ネットワーク地域ユニット会議 

１１月１５日（金） オンライン 寺坂 全国ＮＰＯ事務支援カンファレンス世話役人会 

１２月１２日（木） オンライン 毛利 （一社）ＳＤＧｓ市民社会ネットワーク地域ユニット会議 

１月 ９日（木） オンライン 毛利 （一社）ＳＤＧｓ市民社会ネットワーク地域ユニット会議 

１月１０日（金） 広島県 

オンライン 

毛利 

寺坂 

中国５県休眠預金等活用コンソーシアム運営委員会及び

中国５県ＮＰＯ中間支援組織連絡会議 

１月２８日（火） オンライン 寺坂 全国ＮＰＯ事務支援カンファレンス世話役人会 

１月２８日（火） 鳥取市 小林 鳥取市災害ボランティアセンター連絡会 

１月２９日（水） 鳥取市 寺坂 鳥取県「令和の改新」県民会議 

２月 ７日（金） オンライン 毛利・中山 中国５県休眠預金等活用コンソーシアム運営委員会 

２月１３日（木） オンライン 毛利 （一社）ＳＤＧｓ市民社会ネットワーク地域ユニット会議 

２月２０日（木） 広島県 寺坂 中国環境パートナーシップオフィス・中国地方ＥＳＤ活動

支援センター第２回運営委員会 

２月２５日（火） オンライン 寺坂 全国ＮＰＯ事務支援カンファレンス世話役人会 

２月２６日（水） オンライン 寺坂 新制度及び現行制度終了についての評価員向け説明会 

３月１０日（月） 鳥取市 小林・谷 災害ボランティア活動関係機関連絡会 

３月１０日（月） 鳥取市 毛利 鳥取県協同組合連絡協議会「２０２５国際協同組合年キッ

クオフレセプション」 

３月１３日（木 オンライン 毛利 （一社）ＳＤＧｓ市民社会ネットワーク地域ユニット会議 

３月１４日（金） 東京都 

オンライン 

毛利 

池淵・谷 

（一社）ＳＤＧｓ市民社会ネットワーク「ＮＰＯのＳＤＧ

ｓ全国調査プロジェクト２年次フォーラム」 

３月１４日（金） オンライン 小林 災害対策基本法改正案の内閣府の説明会 

３月１９日（水） オンライン 毛利 中国５県ＮＰＯ中間支援組織連絡会議 
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令和６年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」

第３４条第３項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が

存在しないので作成しない。 

 

令和７年５月 

公益財団法人とっとり県民活動活性化センター 

 


